
私
は
二
〇
〇
六
年
四
月
か
ら
、
山

梨
市
立
牧
丘
病
院
に
勤
務
し
て
い
ま

す
。
同
病
院
に
は
い
ず
れ
も
自
治
医

大
を
卒
業
し
た
三
人
の
医
師
が
勤
め

て
い
ま
す
が
、
診
療
ス
タ
イ
ル
は
科

に
こ
だ
わ
ら
ず
、
い
わ
ゆ
る
プ
ラ
イ

マ
リ
ー
・
ケ
ア
を
地
で
い
く
も
の
で

す
。
私
の
こ
の
文
章
は
、
山
梨
県
の

地
図
を
用
意
し
て
い
た
だ
い
た
ほ
う

が
分
か
り
や
す
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。私

の
前
任
地
は
同
一
医
療
圏
に
属

す
る
旧
塩
山
市
（
現
甲
州
市
）
の
塩

山
診
療
所
で
す
。
当
時
か
ら
引
き
続

い
て
、
訪
問
診
療
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
現
在
カ
バ
ー
し
て

い
る
の
は
六
十
!
七
十
ケ
ー
ス
で
、

月
平
均
百
二
十
件
程
度
の
訪
問
診
療

を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
任
地
の
山
梨
市
は
甲
府
市
の
北

東
に
位
置
し
、
埼
玉
県
や
長
野
県
と

接
し
て
い
ま
す
。
山
梨
市
か
ら
笛
吹

川
と
い
う
川
が
発
し
、
甲
府
盆
地
の

な
か
ほ
ど
で
西
北
か
ら
流
れ
て
く
る

釜
無
川
と
合
流
し
て
富
士
川
と
な

り
、
駿
河
湾
に
注
ぎ
ま
す
。
同
病
院

の
診
療
圏
の
辺
境
は
、
つ
ま
り
は
笛

吹
川
も
し
く
は
そ
の
支
流
の
最
上
流

地
域
の
集
落
と
い
う
わ
け
で
す
。

塩
山
診
療
所
時
代
に
は
甲
州
市
一

之
瀬
地
区
で
出
張
診
療
も
し
て
い
ま

し
た
。
こ
こ
は
山
梨
県
の
北
東
の
隅

で
、
も
う
少
し
進
め
ば
、
東
京
都
と

い
う
所
で
す
。
多
摩
川
の
源
流
地
域

で
あ
り
、
こ
こ
を
発
し
た
水
は
東
京

都
民
の
水
道
水
と
な
り
、
や
が
て
東

京
湾
に
注
ぎ
ま
す
。
任
地
が
変
わ
っ

た
今
も
、
訪
問
診
療
に
訪
れ
て
い
ま

す
。へ

き
地
巡
回
診
療

非
常
勤
で
週
一
回
、
大
月
市
立
中

央
病
院
健
診
セ
ン
タ
ー
に
も
出
向

き
、
「
へ
き
地
巡
回
診
療
」
を
し
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
言
う
へ
き
地
は
、

富
士
山
の
ふ
も
と
の
山
中
湖
を
発
し

て
こ
の
地
を
流
れ
る
桂
川
の
各
支
流

の
最
上
流
地
域
を
指
し
、
計
六
カ
所

で
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
桂
川
は

や
が
て
相
模
川
と
名
を
変
え
、
相
模

湾
に
注
ぎ
ま
す
。

つ
ま
り
私
は
、
山
梨
県
の
北
東
部

に
存
す
る
多
く
の
医
療
過
疎
集
落
を

直
接
見
る
こ
と
が
で
き
、
人
々
に
会

う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
わ
け
で

す
。時

々
、
実
習
で
来
る
学
生
た
ち
に

は
、「
出
張
診
療
か
訪
問
診
療
の
途

中
で
立
ち
小
便
を
す
れ
ば
、
そ
れ
は

や
が
て
前
記
の
い
ず
れ
か
の
湾
に
注

ぐ
。
そ
れ
ほ
ど
活
動
は
幅
広
い
ん
だ

よ
」
と
い
っ
た
冗
談
を
言
っ
て
い
ま

す
。へ

き
地
に
住
む
人
々
は
い
ろ
い
ろ

な
情
報
に
接
し
に
く
く
、
視
野
が
狭

い
と
思
わ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
世
界
に
対
す
る
理
解

は
深
く
、
思
想
や
知
恵
も
素
晴
ら
し

い
上
に
グ
ロ
ー
バ
ル
で
深
く
、
驚
か

さ
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま

す
。達

人
に
会
え
る
喜
び

地
域
で
の
医
療
は
あ
る
意
味
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
あ
り
、
私
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
集
落
で
暮
ら
す
さ
ま
ざ
ま

な
人
生
の
達
人
た
ち
に
出
会
え
る
こ

と
を
無
上
の
喜
び
と
し
て
い
ま
す
。

学
生
の
時
、
こ
う
い
う
私
を
は
ぐ
く

み
、
医
師
に
し
て
く
れ
た
栃
木
の
方

々
に
感
謝
し
て
、
こ
の
文
を
閉
じ
ま

す
。

（
次
回
予
定
は
富
山
県
）

幅
広
い
地
域
医
療
に
ま
い
進

ふる や さとし
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ト
ム
・
ク
ル
ー
ズ
の
日

日
本
で
も
人
気
が
高
い
ハ
リ
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
、
ト
ム

・
ク
ル
ー
ズ
。
彼
の
代
表
作
の
一
つ
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
イ

ン
ポ
ッ
シ
ブ
ル
#
」
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
発
売
を
記
念
し
、
ビ
デ

オ
ソ
フ
ト
の
製
造
販
売
な
ど
を
手
掛
け
る
「
パ
ラ
マ
ウ

ン
ト
ジ
ャ
パ
ン
」
が
制
定
し
た
。
身
長
一
七
〇
$
と
小

柄
な
こ
と
か
ら
、
今
年
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
リ
サ
ー
チ
サ

イ
ト
が
行
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
ア
ン
ケ
ー
ト
で
「
最
も
セ

ク
シ
ー
な
背
の
低
い
男
性
」
に
も
選
ば
れ
た
。
（
小
）

治
験
の
取
り
ま
と
め
役
（
調
整

医
師
）
を
務
め
た
国
立
成
育
医
療

セ
ン
タ
ー
の
中
村
秀
文
治
験
管
理

室
長
に
よ
る
と
、
フ
ェ
ン
タ
ニ
ル

は
全
身
麻
酔
の
際
に
麻
酔
薬
の
補

助
と
し
て
、
海
外
で
は
小
児
に
も

広
く
使
わ
れ
る
標
準
薬
。
国
内
で

は
小
児
へ
の
安
全
性
が
確
認
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
た
め
、
二
歳
以
下

は
禁
忌
と
さ
れ
て
い
た
が
、
必
要

性
が
高
く
「
小
児
に
適
応
外
使
用

さ
れ
て
い
る
実
態
が
あ
っ
た
」
と

い
う
。

治
験
は
健
康
な
人
や
患
者
で
薬

の
安
全
性
、
有
効
性
を
確
か
め
る

も
の
で
、
通
常
は
製
薬
会
社
が
医

療
施
設
に
依
頼
し
て
行
う
。
し
か

し
、
億
単
位
の
費
用
が
か
か
る
た

め
、
患
者
が
少
な
い
希
少
疾
病
や

小
児
へ
の
適
応
拡
大
は
「
採
算
が

取
れ
な
い
」
な
ど
の
理
由
か
ら
会

社
側
は
消
極
的
。
医
師
の
責
任
で

大
人
用
の
薬
を
小
児
に
使
う
こ
と

も
可
能
だ
が
「
副
作
用
が
出
た
場

合
、
国
の
被
害
救
済
制
度
が
適
用

さ
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る
」（
中

村
室
長
）な
ど
の
問
題
が
あ
っ
た
。

「
緊
急
性
の
高
い
薬
を
安
全
に

使
い
た
い
」
と
医
師
や
患
者
か
ら

要
望
が
相
次
ぎ
、
厚
生
労
働
省
が

薬
事
法
改
正
で
二
○
○
三
年
に
導

入
し
た
の
が
医
師
主
導
治
験
だ
。

フ
ェ
ン
タ
ニ
ル
の
治
験
は
、
成

育
医
療
セ
ン
タ
ー
、
東
京
大
、
北

里
大
、
大
阪
府
立
母
子
保
健
総
合

医
療
セ
ン
タ
ー
、
神
戸
大
、
国
立

病
院
機
構
岡
山
医
療
セ
ン
タ
ー
の

六
施
設
で
○
五
年
二
!
十
二
月
、

新
生
児
を
含
む
六
歳
以
下
の
百
三

人
に
実
施
し
た
。
得
ら
れ
た
デ
ー

タ
を
基
に
○
六
年
九
月
、
三
共

（
当
時
）
が
適
応
拡
大
を
申
請
し

た
。中

村
室
長
は
医
薬
品
の
承
認
審

査
に
当
た
っ
た
経
験
も
あ
る
が
、

医
師
主
導
治
験
は
「
進
め
る
う
ち

に
次
々
に
問
題
点
が
出
て
き
た
」

と
振
り
返
る
。

大
変
だ
っ
た
の
は
事
務
処
理
。

膨
大
な
デ
ー
タ
の
管
理
は
民
間
業

者
に
委
託
し
た
が
、
計
画
を
修
正

す
る
度
に
書
類
を
各
実
施
施
設
や

関
係
先
に
送
る
な
ど
、
通
常
の
治

験
な
ら
製
薬
会
社
が
担
当
す
る
業

務
の
負
担
は
重
か
っ
た
。

麻
酔
科
医
だ
け
で
な
く
外
科
医

や
術
後
管
理
担
当
の
看
護
師
と
も

十
分
な
連
携
が
必
要
で
、
手
術
中

に
は
患
者
の
全
身
状
態
を
監
視
し

な
が
ら
分
単
位
で
デ
ー
タ
を
取
る

な
ど
、
麻
酔
薬
な
ら
で
は
の
苦
労

も
あ
っ
た
と
い
う
。

膨
大
な
費
用
と
ノ
ウ
ハ
ウ
が
必

要
な
医
師
主
導
治
験
を
支
援
す
る

た
め
、
厚
労
省
は
○
三
年
、
科
学

研
究
費
補
助
金
で
日
本
医
師
会
治

験
促
進
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
た
。

セ
ン
タ
ー
の
小
林
史
明
研
究
事

業
部
長
に
よ
る
と
、
治
験
の
申
請

が
あ
る
と
外
部
委
員
会
で
、
医
療

現
場
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
か
、
実
施

可
能
か
、
製
薬
会
社
の
意
向
は
ど

う
か
、な
ど
を
中
心
に
評
価
す
る
。

採
択
が
決
ま
る
と
、
書
類
の
書
き

方
や
省
令
解
釈
の
ア
ド
バ
イ
ス
、

製
薬
会
社
と
の
橋
渡
し
な
ど
に
当

た
る
。

こ
れ
ま
で
に
フ
ェ
ン
タ
ニ
ル
を

含
む
十
三
種
類
が
採
択
さ
れ
、
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
用
ワ
ク
チ
ン

は
年
内
に
も
承
認
の
見
通
し
。
採

択
さ
れ
て
も
効
果
が
得
ら
れ
な
か

っ
た
な
ど
の
理
由
で
中
止
に
な
っ

た
薬
も
二
種
類
あ
る
が
、
小
林
部

長
は
「
医
師
主
導
治
験
が
可
能
な

こ
と
が
、
今
回
実
証
さ
れ
た
。
難

し
い
と
尻
込
み
し
な
い
で
ほ
し

い
」
。

ま
た
「
通
常
の
治
験
を
実
施
す

る
環
境
の
整
備
に
も
役
立
っ
て
い

る
。
従
来
は
、
医
師
が
や
る
べ
き

書
類
作
成
も
製
薬
会
社
任
せ
に
す

る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
医
師
主

導
治
験
が
進
む
に
つ
れ
、
自
分
た

ち
の
仕
事
と
い
う
意
識
を
持
つ
医

師
が
増
え
た
」
と
話
し
て
い
る
。

医
薬
品
の
臨
床
試
験
（
治
験
）
を
医
師
が
中
心
に
な
っ
て
実
施
す
る
医
師

主
導
治
験
で
、
麻
酔
用
鎮
痛
薬
「
フ
ェ
ン
タ
ニ
ル
注
射
液
」（
一
般
名
フ
ェ

ン
タ
ニ
ル
ク
エ
ン
酸
塩
）
の
小
児
へ
の
適
応
拡
大
が
承
認
さ
れ
た
。
四
年
前

に
導
入
さ
れ
た
こ
の
制
度
に
よ
る
初
の
承
認
。
必
要
な
薬
が
世
に
出
る
機
会

が
増
え
る
と
期
待
さ
れ
る
が
、
医
師
の
負
担
が
予
想
外
に
重
い
な
ど
の
課
題

も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

企
業
に
代
わ
り

環
境
整
備
に
も

６
施
設
１
０
３
人

麻酔用鎮痛薬フェンタニル

医
師
主
導
治
験
で
初
の
承
認

国
立
成
育
医
療
セ
ン
タ
ー
の
中
村
秀
文
治
験
管
理
室
長
。
立
て

た
フ
ァ
イ
ル
の
右
端
は
承
認
申
請
書
類
。
他
は
報
告
書
や
治
験

デ
ー
タ
の
一
部
"
東
京
都
世
田
谷
区
の
同
セ
ン
タ
ー

２２
歳歳
児児
以以
下下
へへ
のの
適適
応応
拡拡
大大

１８#!!%年（平成１９年）"!月$日（土曜日）第３種郵便物認可


